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1．背景と研究目的 

リフラクトリーセラミックスファイバー（RCF）をはじめとしたセラミックファイバーは、ボード等

の形で耐火物および断熱材として広く用いられている。しかし、ボード等の製品においては、高温で加

熱した際に収縮が起こり、剥離などの不具合が生じて短期間で使用不能になってしまうことが問題とな

っている。そこで、セラミックファイバー製品の耐熱性を向上させる研究を行っており、これまでに、

加熱収縮を低減させる処理（耐熱処理）が開発されている。今回の実験では、耐熱処理を行ったものと

行っていないものについて X 線回折による比較を行い、耐熱性向上の機構について検証を行った。 

 

2．実験内容 

リフラクトリーセラミックファイバー（ボード状に加工されたもの）について、耐熱処理を施したも

のと施していないものを準備し、1300℃で 8 時間加熱したのち粉砕し、X 線回折実験を行った。 

 

3．結果および考察 

X 線回折によって得られたスペクトルを図 1 に示す。耐熱

処理の有無にかかわらず、ムライトおよびクリストバライト

のピークが観測された。リフラクトリーセラミックファイバ

ーは非晶質のアルミナおよびシリカから成っており、加熱に

よってこれらが結晶化したものが観測されていると考えられ

る。 

今回の結果からは、耐熱処理による違いは見られなかった。

このことは、耐熱処理がリフラクトリーセラミックスファイ

バーの結晶化には影響を及ぼしていないことを意味している。

従って、耐熱性向上の要因は結晶化とは別のところにあると

考えられる。 
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図1. 加熱後リフラクトリーセラミッ 

クスファイバーの X 線回折 


